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令和４年度より地域支援部は「インクル推進部」に名称変更しました。 

「インクル」とは「インクルーシブ（inclusive）」の略で、「包括
  ほうかつ

」「包
つつ

み込
こ

む」という意味です。 

「インクルーシブ教育システム」という言葉について、すでにご存じの方も多くいらっしゃるかと思いますが、共生社

会の実現に向けて、障害の有無にかかわらず、自分の生活する地域で、必要な支援を受けながら、みんな一緒に共

に学ぶことを目指す教育のことを指しています。インクルーシブ教育の実現は国際的な流れです。 

地域の方々と連携を図りながら、インクルーシブ教育推進についての理解を広げてい

けるように取り組んでいきたいと考えています。また、この地域支援だよりでも、インクル

ーシブ教育に関する内容を随時お伝えしていきたいと考えています。 

 

 

ごあいさつ 

国が「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムの構築」という理念を掲げてからそろそろ

10年が経過しようとしています。この理念を簡単に言うと、「障害があるお子さんは原則小学校（中学校）

に就学する」「個別に必要とする合理的配慮を提供する」「多様な学びの場の中から最も適切な場をお子

さんに提供する」「教職員は特別支援教育に係る専門性を確保する」ことだと思っています。 

１０年経過したものの、本校の通学区域を含め県内にはこの理念がまだまだ浸透していない、それどころ

か理念に逆行しているようにも感じています。 

昨年度は１６人、今年度は１９人が本校の小学部１年に入学してきました。入学したばかりの１年生です

が、学校での様子を見る限り「半数近くは地域の小学校でも十分やっていけるのでは？」と思ってしまうほ

どです。 

新年度を迎え、センター的機能を提供する部署（校務分掌）名を、従前の「地域支援部」から「インクル

推進部」に変更しました。名称変更の意図は正に「共生社会を形成するためインクルーシブ教育を強力に

推進する」ことに尽きます。 

これまで本校が丁寧にやってきた学校説明会、学校見学、教育相談、授業体験等の在り方を抜本的に

見直すとともに、「インクル」の理念を地域の皆様に理解していただけるような啓発活動を実施していくこと

としました。方針転換と捉えていただいて結構です。 

このことにより、地域の皆様や教育関係者の皆様には、ご面倒をお掛けすることになるかもしれません

が、一年間どうぞよろしくお願いいたします。                               校長   荒川 昌浩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    わかば支援学校 校長 荒川 昌浩 

インクルーシブ教育システムとは・・・ 
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＊＊＊ わかば支援学校のセンター的機能について ＊＊＊ 
対象地域は、韮崎市、南アルプス市、北杜市、甲斐市、中央市及び昭和町です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下の表は、特別支援学校への就学や進学を検討している場合についての例年の流れをまとめたものです。 

小学校や中学校段階は義務教育ですので、お住まいの地域の教育委員会とよく相談され、居住地域の小学校や中学校

の見学等を行うことが必要です。学校の様子や雰囲気を感じ、体験を通して、総合的に検討されることが望まれます。 

高等部は義務教育ではありませんので、入学者選抜検査があります。進路選択には様々な進路の方向を知ることととも

に、本人の希望がとても重要です。 

本校では、今年度もオープンスクールを実施いたしません。まずは、本校ホームページや学校概要の紹介動画（５月下旬

掲載予定）を視聴いただき、学校の様子を知っていただきたいと思います。 

        

【小学校や中学校、支援学校への就学・転学について】        【高等学校・支援学校高等部の受検までの流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆事前に本校へ電話、FAX、メール等でご連絡ください。 

☆電話やメールでのご相談は随時お受けしています。 

☆新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、来校の際は、健康チェック等のご協力をお願いしています。 

 

 

訪問支援 

研修支援 

 

○要請による、支援地域の幼稚園・保育園・こども園・小学校・

中学校・高等学校等への訪問。状況により、心理士、ST（言

語聴覚士）等、専門家を活用して相談することができます。 

学校見学・体験学習 

 

教育相談 

 

就学・進学に向けて 

山梨県立わかば支援学校 
〒400－0226 南アルプス市有野３３４６－３ 
ＴＥＬ：０５５－２８５－１７５０ 
ＦＡＸ：０５５－２８５－５８２７ 
担 当：インクル推進部 ( 丸山 なつ江  五味 優紀  江上 桐子  鮫田 直子 )  

【ＵＲＬ】 http://www.wakabay.kai.ed.jp/ 
【Ｅ－Ｍａｉｌ】 wakaba-yg@kai.ed.jp 

受付時間 

月・水 13:30～17:００ 火・木・金 9:30～17:０0 

○学習面、生活面及び障害特性に応じた教育的支援等

に関する支援 

○就学及び進学に係る相談 

○特別支援教育に関する研修会の助言等のサポート 

○インクルーシブ教育システムに関する啓発 

○進路選択のための校内の見学、授業の体験、参加 

※まずは本校HPでの学校概要紹介の視聴をお願いしま

す（現在準備中です）。 

※訪問支援の流れ 

１ 在籍校での校内委員会により、校内での支援をまずは十分に検討 

２ 電話にて訪問支援の要請（相談したい内容、校内委員会での検討状況等をお聞きし、わかば支援学校校内で検討します） 

３ 訪問日程の決定後、派遣依頼文書（様式１）と相談票（様式２）の作成→わかば支援学校へ郵送 

４ 派遣文書（様式１）の写しを、市町教育委員会・中北教育事務所それぞれへ送付 

５ 訪問支援の実施 

６ 実施後、市町教育委員会への報告 


